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� 研究背景と目的
今日ではインターネットの普及により，多くの電子

情報を収集することが容易となってきている．現在の
���検索においては，特定時点の情報，またはそれに
関する情報の取得は容易に行える．しかし，経済，国
際情勢などを知るには，対象の動向情報を捉える必要
性が高まっており研究が進められている ������．このこ
とより，本研究では，特定対象物の動向情報抽出手法
の提案と実装を目的とする．具体的には，ニュースサ
イトで提供している時事ニュースをまとめた�		を利
用して取得されたニュース記事の中から，特定対象物
への動向情報を抽出する．

� システムの概要
今回実装したシステムは，

工程 �：同一記事追跡
工程 �：追跡対象の状態抽出のためのテキスト解析
の �つからなる．図 �に構築したシステムの処理の流
れを示す．

図 �
 システムの処理の流れ
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��� インターネット上のニュース情報抽出
特定対象物の動向情報を抽出するために本研究では，

インターネット上に公開されている �		を利用する．
今回，�		は時事ニュースを扱っている �つのサイト，
「�

ニュース」，「���

������」，「�����������」，
「������	」，「��� �� ��! ��」，「�"���#$
%」，
「	�����&��」で公開されているものを使用した．対象と
した�		中に記載されている��!のリンク先のニュー
ス記事の'��!ファイルを自動取得し，その中から記
事本文，記事タイトルを抽出し，テキストファイルとし
て時系列の順に番号が振られ保存される．今回は，��

月 (日～�月 �日の期間内に収集された全サイト合計
()�*記事をを使用して実験を行った．

��� 同一記事の判定・追跡：キーワード
収集した記事の集合から同一記事を判定するために，

我々は記事の内容を示す重要語が含まれる可能性が高
い記事タイトルに着目する．記事タイトルから名詞だ
けを抽出し，その語を重要語として同一記事を追跡す
る．しかし，抽出される名詞すべてをそのまま重要語と
して利用すると，不必要な語で記事を追跡してしまう
ため，本研究では �+,-を用いて重要語を判定し，さら
にその中の固有名詞を最終的な追跡のためのキーワー
ドとして記事を追跡している．
キーワードによる同一記事判定・追跡アルゴリズム
.�/ 追跡期間における重要語の抽出
�+,-法を用いて蓄積された記事群を利用して語の出

現頻度を計算する．出現頻度上位 �0％を重要語とした．
.�/ 追跡候補となる固有名詞の抽出
タイトルを茶筌を用いて形態素解析し，語の品詞情

報を取り出す．その中から固有名詞のみを抽出する．
.1/ 重要語を含むタイトルを抽出
.�/で抽出された重要語と .�/で抽出された固有名詞

とをつき合わせ，マッチングできた語を追跡用の語と
してファイルに保存する．

.(/ 追跡記事番号収集
抽出された追跡用の語を含むタイトルの記事番号を，

重要語をファイル名にしたファイルに格納する．

��� 同一記事の判定・追跡：文書ベクトル
キーワードによって同一と判定された記事群の中に

は，別の内容の記事が混同している．そこで文書ベク
トルを用いたベクトル空間法を利用して，キーワード
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カテゴリの記事の中からさらに同一内容の記事を判定
する．文書ベクトルの重み付けには �+,-法を利用した．
文書ベクトルによる同一記事判定・追跡アルゴリズム
.�/文書ベクトルに使用する語の抽出と重み付け
語の重み付けには �+,-法を用いる．
.�/不要語の除去
単一の記事にしか登場しない語は文書ベクトルを使

用する際に不要であるため除去する．
.1/カテゴリごとの記事分類
文書ベクトルの類似度にあわせてクラスタリングを

行う．全ての文書ベクトルのペアについて類似度を計
算する．本研究では単語間類似度計測で一般的に使わ
れる $
"���尺度を用いる．

��� テキスト解析
分類された記事から，キーワードが含まれる文の

みを抽出し，解析に使用する．まず対象となる文を
2��
2��3南瓜 �(� を用いて形態素解析，係り受け解
析し，語の品詞情報，係り受けの情報を取り出す．解
析した結果の中から，述語となる語の基本形を取り出
し，その述語に係る文節を取り出す．文節が格を持つ
ならば，格の種類を判別し，述語の基本形とそれがと
る必須格，そしてその格に対する意味の制約（意味の
選択制限）をまとめた意味格抽出用辞書を参照し，格
がとる語の意味格（意味ラベル）を決定する �4�．意味
格（意味ラベル）とは，格がとる語の意味的制約のこ
とを指し，本研究では，文献 �5� に基づき，*種類の格
「ガ格」「ヲ格」「二格」「カラ格」「ト格」「デ格」「へ格」
「マデ格」「ヨリ格」に対して，14の意味格を用意して
いる．
このような取り得る述語を意味格と格ごとに分類し

てまとめ，辞書化することによって，選択制限がなさ
れ意味格を適切に判別することが可能になる．
意味格抽出用辞書に収録された格および意味格ごと

の述語を利用し，文章中から格が抽出されれば，始め
に文章中から取り出しておいた述語とマッチングをと
る．述語が意味格抽出用辞書に収録されていれば，格
の直前の語はその意味格と判別される．
テキスト解析により抽出された意味格は，意味格が

付与される 6�!形式でファイルに保存される．例と
して「マイクロソフトは ��月 �日，オンライン広告配
信サービス「マイクロソフト デジタル アドバタイジ
ング ソリューションズ」の国内提供を開始した」の文
の解析結果例を示す（図 �）．

図 �
 抽出された意味格（6�!形式）

��� テキストからの動向情報抽出
解析の結果，意味格が付与された文中において特に

�$�
7（主体・行為者），�
�8（行為の対象），�7�,�$���

（状態）が付与された部分は「状態」を示しているとい
える．さらに特定の固有名詞を共有する文書を集める
ことにより，追跡キーワードに関するさらに詳細な動
向情報を抽出する．図 1に追跡キーワードを「マイク
ロソフト」とし，実験期間内におけるその動向を抽出
し，その中の一つの固有名詞 .&��,
&"/について文書
をクラスタリングした結果を示す．

図 1
 抽出された動向情報

図 1から「マイクロソフト9&��,
&"」の時間的遷移
をとらえることができ，状態がどのように変化していっ
たのかを追うこと（動向情報抽出）が可能となっている．

� まとめ
本研究では，���上のニュースを対象にした動向情

報抽出手法の提案と実装法について述べた．このシス
テムでは，決められたカテゴリにあわせて記事を分類
するのではなく，カテゴリそのものを記事群から抽出
して分類を行う．そのためこのシステムでは事前知識
を必要としない分類を行っている．さらにカテゴリに
分類された記事本文中の状態を取り出して時系列に並
べることによって，動向情報の抽出が可能となった．
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